












論文審査委員 主査教授 山根英雄 副主査教授 石井正光
副ギ.査教授 古川純一
論文内容の要旨
【日的】薬物療法以外のアレルギー性鼻炎に対する治療法の一つに免疫療法があり、わが国でもその有効
性は評価されている。しかし、免疫療法がどのような作用機序で通年性アレルギ一件鼻炎に有効であるか
は現状では明確にされていない。そこで、本研究においては末梢血単核球の抗原以応性の面から通年性ア
レルギー性鼻炎に対する免疫療法の作用機序を検討した。また、治療前に免疫療法の効果をチ損IJしうるか
否かも併せて検討した。
【方法】コナヒョウヒダニを主抗原とする60名の通年性アレルギー性鼻炎患者(免疫療法群49名、薬物療
法群11名)を対象とした。免疫擦法群は標準化コナヒョウヒダニエキスを用いて2年間免疫療法を施行し
た。治療開始時と治療1、2年後に末梢血を採取し、 Der[ 1で96時間刺激培養した末梢血単紘球からのサ
イトカイン産生量を測定した。
【成績】免疫療法群では鼻症状スコアーが49名中45名 (91.8%)で有効以上の成績が得られた。治療開始前
と比較して治療2年後にはIL-5産生霊に有忘な抑制が認められた。一方、薬物療法群では逆にlL-5産生
の元進が認められた。 IFN-r産生には免疫療法群、薬物療法群ともに有意な変化を認めなかった。また、
免疫療法前のいかなる困子も I年後あるいは2年後の鼻症状スコアー減少率と相関を認めなかった。
【まとめ】 2年間の免疫療法により90%以上の症例で有効以上の成績が得られた。また、抗原刺激下での
末梢血単核球からのIL-5産生抑制が免疫療法の重要な作用機序であると考えられた。さらに免疫療法導
入前の背景因子からは有効性を予測することは困難であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
薬物療法以外のアレルギー性鼻炎に対する治嬢法の一つに免疫療法があり、わが国でもその有効性は評
価されている。しかし、免疫療法がどのような作用機序で通年性アレルギー性鼻炎に有効であるかは現状
では明確にされていない。そこで、本研究においては末梢血単核球の抗原反応性の由.から通年性アレルギー
性鼻炎に対する免疫療法の作用機序を検討した。また、治療前に免疫療法の効果を予測しうるか否かも併
せて検討した。
コナヒョウヒダニを主抗原とする60名の通年性アレルギー性鼻炎患者(免疫療法群49名、薬物療法畔1
名)を対象とした。免疫療法群は棟準化コナヒョウヒダニエキスを用いて2年間免疫掠法を施行した。治
療開始時と治療1、2年後に末梢血を採取し、l)crf 1で96時間刺激培養した末梢血単紘球からのサイトカ
イン産生霊を測定した。
免疫療法群では鼻症状スコアーが49名巾45名(引.8%)で有効以上の成績が得られた。治療開始前と比較
-301 -
して治療2年後にはIL-5産生量に有意な抑制が認められた。一方、薬物療法群では逆にIL-5産生の冗進
が認められた。 IFN-r産生には免疫療法群、薬物療法群ともに有意な変化を認めなかった。また、免疫
療法前のいかなる因子も 1年後あるいは2年後の鼻紅状スコアー減少率と相関を認めなかった。
2年間の免疫療法により90%以上の症例で有効以上の成績が得られた。また、抗原刺激下での末梢血単
核球からのIし-5産生抑制が免役療法の重要な作用機序であると考えられた。さらに免疫療法導入前の背
景因子からは有効性を予測することは困難で‘あることが示唆された。
以上の成績より免疫療法は通年性アレルギー性鼻炎患者のT細胞からのIL-5産生を抑制し、臨床効果を
発現しているが示唆された。本研究は免疫療法の効果発現機序を解明した点において意義が高いものと思
われ、よって博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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